
公開プロセス事業の選定要領 

 

概  要  公開プロセス対象候補６事業のうち、公開プロセス当日に議

論する３事業の選定を行う。 

選 定 者 （総務省外部有識者） 

北大路信郷 明治大学専門職大学院ガバナンス研究科教授 

有川    博 日本大学総合科学研究所教授 

楠   茂樹 上智大学法科大学院教授 

田中  秀幸 東京大学大学院情報学環・学際情報学府教授 

西出  順郎 岩手県立大学総合政策学部教授 

（行政改革推進会議外部有識者） 

 石井 雅也 太陽有限責任監査法人 パートナー 

 佐藤 主光 一橋大学国際・公共政策大学院教授 

 吉田  誠 農業ビジネスプロジェクトプロデューサー 

選定方法  外部有識者８名による投票方式（別添）とする。 

      なお、外部有識者会合は、持ち回り開催とするため、総務省  

      事務局において、各有識者に事業概要、選定方法等を個別に 

      説明を行い、後日、メールにて持ち回り審議の上、事業選定 

      を行う。 

個別説明  ４月２４日（月）から５月１９日（金） 

審 議 日   全有識者への個別説明終了後、速やかに実施。 

 

（参考）  ４月２４日 外部有識者会合（持ち回り開催）開始 

～５月１９日 事務局より個別説明 

 ５月中旬  メールにて持ち回り審議・３事業選定 

～５月下旬  選定３事業に対する意見聴取・最終決定 

       外部有識者会合（持ち回り開催）終了  

資料３ 
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公
開
プ
ロ
セ
ス
対
象
事
業
（
投
票
用
紙
）
 

有
識

者
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
事

業
番

号
 

事
 

業
 

名
 

第
１

優
先

 
 

 

第
２

優
先

 
 

 

第
３

優
先

 
 

 

コ
メ

ン
ト

 
<
コ
メ
ン
ト
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
適
宜
記
載
く
だ
さ
い
。
> 

    

＜
留

意
事

項
＞
 

公
開

プ
ロ

セ
ス

対
象
候

補
事

業
リ
ス

ト
の

う
ち
、

公
開

プ
ロ

セ
ス

当
日

に
議

論
す

べ
き

３
事

業
の

選
定

を
お

願
い
し

ま
す

。
 

選
定

に
あ

た
っ

て
は

、
優

先
順

位
ご

と
に

、
第

１
優

先
に

３
点

、
第

２
優

先
に

２
点

、
第

３
優

先
に

１
点

を
付

与
し

、
得

票
合

計
点

上
位

３
事

業
を

公
開

プ
ロ

セ

ス
事

業
と

し
て

選
定
し

ま
す

。
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第７回総務省行政事業レビュー外部有識者会合

 

平成 29 年４月 24 日 

持 ち 回 り 開 催 

 

 

［次第］ 

 

１ 総務省行政事業レビュー公開プロセス対象事業の選定について 

 

２ 当面のスケジュールについて 

 

 

 

［資料］ 

資料１ 平成 29 年度総務省行政事業レビュー公開プロセス対象

事業の選定について 

資料２ 総務省行政事業レビューにおける当面のスケジュール 

参 考  行政事業レビュー実施要領（行政改革推進会議 平成 29

年 3 月 28 日改正） 

（案） 

参考 

3



総務省行政事業レビュー 

推 進 チ ー ム 事 務 局 

 

平成 29 年度総務省行政事業レビュー 

公開プロセス対象事業の選定について 

 

平成29年度の行政事業レビュー公開プロセスの対象事業の選定に

あたっては、行政事業レビュー実施要領（平成 29 年３月 28 日行政

改革推進会議改正）において、「チームが幅広い候補事業を外部有識

者会合に示し、外部有識者の理解を得て絞り込みを行うこととする。」

とされています。 

今般、公開プロセス対象候補６事業が確定したことを踏まえ、別

紙「公開プロセス事業の選定要領」により、事業の絞り込みを行い、

公開プロセス対象３事業を決定することとします。 

 

以上 

資料１ 
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公開プロセス事業の選定要領 

 

概  要  公開プロセス対象候補６事業（別添１）のうち、公開プロセ

ス当日に議論する３事業の選定を行う。 

選 定 者 （総務省外部有識者） 

北大路信郷 明治大学専門職大学院ガバナンス研究科教授 

有川    博 日本大学総合科学研究所教授 

楠   茂樹 上智大学法科大学院教授 

田中  秀幸 東京大学大学院情報学環・学際情報学府教授 

西出  順郎 岩手県立大学総合政策学部教授 

（行政改革推進会議外部有識者） 

 石井 雅也 太陽有限責任監査法人 パートナー 

 佐藤 主光 一橋大学国際・公共政策大学院教授 

 吉田  誠 農業ビジネスプロジェクトプロデューサー 

選定方法  外部有識者８名による投票方式（別添２）とする。 

      なお、外部有識者会合は、持ち回り開催とするため、総務省  

      事務局において、各有識者に事業概要、選定方法等を個別に 

      説明を行い、後日、メールにて持ち回り審議の上、事業選定 

      を行う。 

個別説明  ４月２４日（月）から５月１９日（金） 

審 議 日   全有識者への個別説明終了後、速やかに実施。 

 

（参考）  ４月２４日 外部有識者会合（持ち回り開催）開始 

～５月１９日 事務局より個別説明 

 ５月中旬  メールにて持ち回り審議・３事業選定 

～５月下旬  選定３事業に対する意見聴取・最終決定 

       外部有識者会合（持ち回り開催）終了  

別 紙 
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別
添

１

府
省

名
総

務
省

４
月

下
旬

～
５

月
中

旬
（
持

ち
回

り
）

公
開

プ
ロ

セ
ス

開
催

日
６

月
２

２
日

（
木

）

事
業

番
号

事
業

名
平

成
2
8
年

度
補

正
後

予
算

額
平

成
2
9
年

度
当

初
予

算
額

選
定

基
準

具
体

的
な

選
定

理
由

0
3
2

電
子

政
府

関
連

事
業

（
政

府
情

報
シ

ス
テ

ム
基

盤
整

備
）

1
2
,6

4
9

1
7
,1

0
5

ア
、

ウ
、

オ

政
府

共
通

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
拡

大
に

伴
い

、
経

費
節

減
等

を
図

っ
て

い
く
た

め
、

会
計

検
査

院
の

指
摘

も
踏

ま
え

見
直

し
作

業
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

外
部

有
識

者
の

検
証

を
経

て
、

概
算

要
求

に
反

映
さ

せ
る

た
め

。

0
4
0

地
方

財
政

決
算

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

等
運

営
経

費
1
8
8

2
1
3

オ
更

な
る

経
費

の
効

率
化

等
、

外
部

の
視

点
に

よ
る

点
検

を
行

う
こ

と
が

有
効

で
あ

る
た

め
。

1
1
9

周
波

数
の

使
用

等
に

関
す

る
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
　

①
電

波
の

安
全

性
に

関
す

る
　

　
　

リ
テ

ラ
シ

ー
向

上
　

②
電

波
の

適
正

利
用

に
関

す
る

　
　

　
リ

テ
ラ

シ
ー

向
上

　
③

電
波

の
能

率
的

か
つ

安
全

な
　

　
利

用
に

関
す

る
リ

テ
ラ

シ
ー

向
上

1
2
3

(①
2
6
)

(②
7
6
)

(③
2
1
)

2
4
1

(①
1
1
4
)

(②
1
2
7
)

(③
  

0
)

エ
、

オ

電
波

利
用

に
関

す
る

一
般

国
民

の
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
を

図
る

施
策

に
つ

い
て

、
公

開
の

場
で

外
部

の
視

点
に

よ
る

客
観

的
な

検
証

を
行

い
、

今
後

の
施

策
の

よ
り

良
い

執
行

に
反

映
さ

せ
る

。

1
4
7

J
ア

ラ
ー

ト
に

よ
る

緊
急

情
報

の
伝

達
体

制
の

強
化

4
2
4

4
9
9

ア
、

オ

政
策

の
優

先
度

合
い

が
高

く
、

J
ア

ラ
ー

ト
に

よ
る

緊
急

情
報

の
伝

達
体

制
に

つ
い

て
、

外
部

の
視

点
に

よ
る

点
検

が
有

効
で

あ
る

た
め

。

新
2
8
-

0
0
8

若
年

層
に

対
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

教
育

の
普

及
推

進
2
7
5

1
5
2

オ

事
業

最
終

年
度

で
あ

り
、

外
部

の
視

点
に

よ
り

、
事

業
の

客
観

的
な

検
証

を
行

い
、

施
策

の
実

施
に

反
映

さ
せ

る
た

め
。

新
2
8
-

0
1
2

放
送

コ
ン

テ
ン

ツ
海

外
展

開
助

成
事

業
2
2
5

2
4
2

ア
政

策
の

優
先

度
合

い
が

高
い

た
め

。
・
事

業
の

成
果

目
標

が
定

量
的

に
把

握
さ

れ
て

い
る

の
か

検
証

す
べ

き
。

・
民

間
と

の
役

割
分

担
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
の

か
検

証
す

べ
き

。

（
単

位
：
百

万
円

）

平
成

２
９

年
度

行
政

事
業

レ
ビ

ュ
ー

  
公

開
プ

ロ
セ

ス
対

象
候

補
事

業
リ

ス
ト

外
部

有
識

者
会

合
開

催
日

想
定

さ
れ

る
論

点

現
在

行
っ

て
い

る
政

府
共

通
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

機
器

・
ソ

フ
ト

等
や

運
用

に
係

る
経

費
に

関
す

る
見

直
し

の
内

容
に

つ
い

て
点

検
。

・
平

成
2
7
年

度
公

開
プ

ロ
セ

ス
の

取
り

ま
と

め
コ

メ
ン

ト
を

踏
ま

え
、

適
切

な
ア

ウ
ト

カ
ム

を
設

定
し

、
成

果
の

評
価

を
行

う
こ

と
を

通
じ

て
、

よ
り

効
果

的
・
効

率
的

な
実

施
を

行
っ

て
い

る
か

検
証

す
べ

き
。

・
こ

れ
ら

の
施

策
を

連
携

す
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

効
率

的
、

効
果

的
な

実
施

が
で

き
な

い
か

検
討

す
べ

き
。

・
実

証
の

実
施

状
況

・
成

果
は

、
目

的
に

沿
っ

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
か

検
証

す
べ

き
。

・
実

証
事

業
の

実
施

に
当

た
っ

て
は

、
文

部
科

学
省

、
経

済
産

業
省

と
連

携
す

る
な

ど
、

効
果

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

検
証

す
べ

き
。

地
方

財
政

法
に

基
づ

く
閣

議
決

定
・
国

会
報

告
（
地

方
財

政
白

書
）
に

必
要

な
事

業
で

あ
り

、
シ

ス
テ

ム
の

安
定

性
や

正
確

性
の

確
保

及
び

機
能

の
向

上
を

図
り

つ
つ

、
更

に
効

率
性

・
有

効
性

を
高

め
る

方
策

に
つ

い
て

検
討

す
べ

き
。

武
力

攻
撃

事
態

・
自

然
災

害
等

の
際

に
住

民
が

適
切

な
避

難
を

速
や

か
に

行
う

た
め

に
は

、
国

か
ら

の
緊

急
情

報
を

住
民

に
迅

速
か

つ
確

実
に

伝
達

す
る

こ
と

が
重

要
。

消
防

庁
の

J
ア

ラ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
が

目
的

に
沿

っ
て

効
果

的
に

運
営

さ
れ

て
い

る
か

検
証

す
べ

き
。
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別
添
２
 

公
開
プ
ロ
セ
ス
対
象
事
業
（
投
票
用
紙
）
 

有
識

者
名

：
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
事

業
番

号
 

事
 

業
 

名
 

第
１

優
先

 
 

 

第
２

優
先

 
 

 

第
３

優
先

 
 

 

コ
メ

ン
ト

 
<
コ
メ
ン
ト
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
適
宜
記
載
く
だ
さ
い
。
> 

    

＜
留

意
事

項
＞
 

公
開

プ
ロ

セ
ス

対
象
候

補
事

業
リ
ス

ト
（

別
添

１
）

の
う

ち
、

公
開

プ
ロ

セ
ス

当
日

に
議

論
す

べ
き

３
事
業

の
選
定

を
お

願
い
し

ま
す

。
 

選
定

に
あ

た
っ

て
は
、
優
先

順
位
ご

と
に

、
第

１
優

先
に

３
点

、
第

２
優

先
に

２
点

、
第

３
優

先
に
１

点
を

付
与
し
、
得

票
合
計

点
上

位
３
事

業
を

公
開
プ

ロ
セ

ス
事

業
と

し
て
選

定
し

ま
す
。
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（参考） 

公開プロセス対象事業の選定の考え方 

選定の基準 

１．外部有識者点検対象事業のうち、以下の基準のいずれかに該当する事業 

【行政事業レビュー実施要領３（１）①】 

ア．事業の規模が大きく、又は政策の優先度の高いもの

イ．長期的又は継続的に取り組んでいる事業等で、執行方法、制度等の改善の余

地が大きいと考えられるもの 

ウ．事業の執行等に関して、会計検査院、総務省行政評価局、マスコミなど内外

から問題点を指摘されたもの 

エ．当該年度に政策評価における実績評価の対象となる施策に関連するもの（複

数も可） 

オ．その他公開の場で外部の視点による点検を行うことが有効と判断されるも

の 

２．公開プロセス対象事業の選定にあたり、論点が専門的・技術的に過ぎ国民の関心

を惹起することが期待し難い事業、事業内容の改善の余地が乏しいと考えられる

事業など、公開の場で議論するのにふさわしくない事業は対象としないものとす

る。          【行政事業レビュー実施要領３（１）②】 

３．原則、事業単位で１億円以上のものとする。 

【行政事業レビュー実施要領３（１）③】 
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総務省行政事業レビューにおける 

当面のスケジュール 

４月下旬 

～５月中旬 外部有識者会合（持ち回り開催） 

６月１２日(月) 事前勉強会 

１３：３０～１６：３０（予定） 

６月２２日(木) 公開プロセス 

１３：３０～１７：３０（予定） 

※詳細日程等については、別途お知らせします。

資料２ 

9



対
象
事
業

時
間

１
コ
マ
目

1
3
:3
0
～
1
4
:3
0

北
大
路
座
長

楠
先
生

西
出
先
生

２
コ
マ
目

1
4
:4
0
～
1
5
:4
0

北
大
路
座
長

有
川
先
生

西
出
先
生

３
コ
マ
目

1
5
:5
0
～
1
6
:5
0

北
大
路
座
長

有
川
先
生

田
中
先
生

※
事
前
勉
強
会
は
、
６
月
１
２
日
（
月
）
同
時
間
帯
に
実
施

公
開
プ
ロ
セ
ス
　
６
月
２
２
日
（
木
）

総
務
省
有
識
者

行
政

改
革

推
進

会
議

有
識

者

石
井

先
生

佐
藤

先
生

吉
田

先
生
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